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交換留学帰国報告書 

 

記入月日: 令和元年 2月 18日 

氏   名: 福井 理文 

留学時所属＆学年： 国際地域学部 3年 

  

留学先大学 ルーマニア・アメリカ大学 

留学先国 ルーマニア 

留学期間 1年 

留学開始－終了日 2019年 2月 25日 － 2020年 2月 5日 

 

報告書上での氏名公開について （どちらかに〇をつけてください。） 

帰国報告書 ： 公開を 希望します ・ 希望しません 

月例報告書 ： 公開を 希望します ・ 希望しません 

------------------------------------------------------------------ 

【留学前：留学に至った経緯や留学準備について】 

 

1. 交換留学を希望した動機について教えてください。 

所属する学部、コースの必修要件だから 

 

 

2. 留学準備を始めた時期はいつ頃ですか。何から準備を始めたかについても教えてください。 

留学するのに英語試験で一定のスコアを取らないといけないので、その試験の勉強という意

味では入学してからずっと。 

 

3. 留学先を決めた経緯について教えてください。また、派遣先の大学や現地情報についてどの

ように情報収集を行いましたか。 

前述の英語試験のスコアと福井大学との提携校の中から、自分の興味関心がある地域との

バランスを考えて選んだ。 

ネット、同じ留学先に留学していた先輩からの話、「地球の歩き方」などの本で情報収集 

 

4. 留学に向けての語学試験対策、各種語学能力試験などの受験回数について教えてくださ

い。 

TOEFL ITP試験を 5回 
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5. 留学準備を進める際に役に立ったことについて教えてください。 

（例：助言教員、国際課、留学経験者からのアドバイス、大学情報ウェブ、留学オアシスなど） 

留学した先輩からの情報、国際課から教えて貰う書類関係の手続き 

 

 

6. 渡航前の履修登録や単位認定に関して、苦労したことやアドバイスはありますか。 

実際に開講される科目や、条件によっては受講できないものもあるが、それらに関しては現地

に行かないと分からない部分もある。しかし何とかなるので、出発前は頭に入れておく程度で

も問題ない。 

単位認定に関しては、現在のシステムでは「なるようになれ」と祈る以外無い。納得いかない

場合は、然るべき所に届く形で不満を表明しておきましょう。もしかするとそのおかげでこの先

変わることもあるかもしれません。 

 

【留学中：大学生活や日常生活について】 

 

A. 大学生活 

 

1. 大学の校風や雰囲気はどうでしたか。 

真面目な学生と不真面目な学生の差が激しめかもしれません 

 

 

2. 大学構内の設備（ネット環境、学習支援、スポーツ施設等）について教えてください。 

大学構内は、強くはありませんがWi-Fiがあります。フィットネスジムも日本より安いです 

日本語センターもあるので、そこの学生は好意的に迎えてくれると思います 

 

3．参加していたサークルや部活はありますか。部員の数や活動内容、イベントなどについて詳し

く教えてください。 

特にありません。 
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B. 授業や勉学 

1. 留学先で履修した科目 

１ ●科目名（担当教員名）：Global conflict and Media （Peter Mantello） 

●時間数／週（単位数）： 12時間/週（1週間の短期講義のため）、２ECTS 

●クラスの学生数： 約 30 名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

 各地域で過去に起こった戦争や、現在起こっている紛争が各メディアによってどのよ

うに報じられているか、またその中からメディアとそういった対立の関係を学ぶ。 

各回で小テストやテーマが決められたプレゼンがある。 

２ ●科目名（担当教員名）：Regional Integration Economics（Victoria Campes） 

●時間数／週（単位数）： 4時間/週、４ECTS 

●クラスの学生数： 約 15 名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

 世界各地域の自由貿易協定や、経済協定に関しての知識を世界経済の視点から

学習する。セミナーでは、自分の国が参加している経済協定について調べてプレゼン

する。テストは、授業で使った先生のスライドをよく頭に入れて臨めば問題ない。 

３ ●科目名（担当教員名）： European Integration Economics（Victoria Campes ） 

●時間数／週（単位数）： 4時間/週、4ECTS 

●クラスの学生数： 約 15 名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

 EUがどのように形成されたか、その影響、また今後どのような方針をとると考えられ

るかを授業を聞いて学んだり、他の生徒とディスカッションしたりする。配られた資料を

読み込むことが重要。 

４ ●科目名（担当教員名）：International Transports （Gergiana Surd） 

●時間数／週（単位数）：4時間/週 、5ECTS 

●クラスの学生数： 約 15 名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

 陸路、水路、空路での国際輸送にどんな決まりごとがあるか、またそれらの特徴を学

ぶ。授業に関する事柄で、自分が関心あることについてプレゼン。テストは、授業のパ

ワーポイントをどれだけ読み込んでいるかが重要。 

5 ●科目名（担当教員名）： International Business Management II 

●時間数／週（単位数）： 5時間/週、6ECTS 

●クラスの学生数： 約 15 名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

 国際的なビジネスではどのようなルールや影響があるかの諸知識を学ぶテストで

は、授業のパワーポイントをどれだけ読み込んでいるかが問われる。 
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6 ●科目名（担当教員名）： Capital Market 

●時間数／週（単位数）： 3時間/週、4ECTS 

●クラスの学生数： 約 15 名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

 株などの資本の種類、その動きについて学ぶ。普段からの授業も注意深く聞いて理

解、質問した方が良い。 

7 ●科目名（担当教員名）：Distribution and Merchandising 

●時間数／週（単位数）： 4時間/週 

●クラスの学生数： 約 15 名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

 消費者の購買意欲を刺激するにはどんなものが有効か等を学ぶ。それに関する論

文を読んで、その内容をプレゼンしたりする。 

8 ●科目名（担当教員名）：International Investments 

●時間数／週（単位数）： 4時間/週、4ECTS 

●クラスの学生数： 約 15 名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

 国際投資に関する用語や知識を学ぶ。 

授業のパワーポイントを読んでいればテストもとれる。 

9 ●科目名（担当教員名）：Marketing Policies and Strategies 

●時間数／週（単位数）： 4時間/週、4ECTS 

●クラスの学生数： 約 15 名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

 マーケティングの目的、種類などの諸知識を学ぶ。 

テストは授業の資料を読み込んで勉強。 

 

2. 授業を受けるにあたって心掛けていたこと、努力や工夫をしたことはありますか。 

英語だと、僕は日本語より記憶したり理解するのに時間がかかったので、なるべくこまめな復

讐を心掛けた。 

 

3. 学習面で困ったことや、その解決方法について教えてください。 

 事前知識が少ないものに関しては、授業後に日本語の記事を探したり、英語の記事を探し

たりして足りない部分を補った。意外と日本語で解説しているものは見つかる。 
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4．授業スタイルはどのようなものでしたか（講義聴講、ディスカッション等）。また、それに対して

どのような印象を持ちましたか。 

 スタイルは授業による。ただ、全体的に先生が生徒に質問を投げかけたりしている気がした。 

 

 

5．お薦めの教員や授業などがあれば教えてください。 

 特になし。シラバス等で確認して自分が興味ありそうなものを取ると良いと思います。申し出

れば最初の 2週間は履修中止出来るので、最初は気になった授業全てに顔を出してみるの

も良いと思います。 

 

C. 居住環境や日常生活 

 

1. 居住場所について教えてください。 

形態 ☒寮 ☐アパート ☐ホームステイ ☐その他（    ） 

部屋人数 （ 3）人部屋 

寮・アパート名 大学寮 

家賃に含まれた

費用 

☒光熱費 ☒水道代 ☐インターネット代 ☐食費 

☐その他（                                    ） 

ネット環境 ☒有 ☐無  

室内設備 

☒ベッド ☒机 ☒椅子 ☒クローゼット ☐電話 ☐トイレ  

☐テレビ ☒シャワー・浴室 ☐キッチン ☐冷暖房機器  

☐その他（ヒータ―のみ設置、部屋の有料Wi-Fiは希望制  ） 

共用設備 
（洗濯室、コンビニなど自由に記入してください。） 

トイレ、シャワー、クローゼット 

 

2. 大学、住居周辺の施設について教えてください。 

（銀行、現地のスーパー、日本食レストランやスーパーの有無など） 

銀行、スーパー、別の大学、ファストフード店 

 

3. 現地銀行開設の有無や、現金入手方法、クレジットカードの利用頻度などについて教えてく

ださい。また、留学費用や現地での支出の管理はどのようにしていましたか。 

口座開設の必要は無し、寮や街の ATMで現金は引き出し可能、VISA と MasterCardなら基

本どこでも使用可能。支出はカード登録会社のサイトから使用金額を確認していた。 
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4. 渡航直後に必要だったものや、あって便利だったものを教えてください。また留学期間を通

し、日本から持参すべきだったもの、持参しなくてもよかったと思うものはありますか。 

よく切れる爪切りを持参しておいて良かった。他には薬品関係はある程度持っていくと安心か

も。 

 

5. 留学にかかる必要経費について教えてください。（現地通貨＝RON  ）（例：US ドル） 

内容 金額 内容 金額 

渡航費 往復約 13万円 食費 1食約 400円 

保険代 183,240円 家賃 約 1万 5千円 

予防接種・ビザ代 無し 教科書代 無し 

交際費（外食等）  その他  

  

                                       

 

6. 文化・習慣の違いなどで気をつけていたことやアドバイス（服装・マナーなど）があれば教えて

ください。 

特に無し。 

 

 

D．健康管理 

 

1. 周辺の病院や学内での医療サービスについて教えてください。 

大学から歩いてすぐのところに、薬局も病院もある。 

 

 

2. 留学中に通院や入院はしましたか。その際にかかった医療費はいくらでしたか。 

していない。 

 

 

3．渡航前に必要だった健康診断や予防接種、日本から持参した薬などはありますか。 

大学の保健管理センターで発行される、英語の健康診断書。 

正露丸と僕は皮膚の乾燥を防ぐ塗り薬を持参した。 

 

 

 

合計：   50万円        
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【留学後：成果や今後の進路について】 

 

1. 交換留学の成果について教えてください。 

留学前に設定した目標が達成できたか/留学先での学業や生活を通して学んだこと/留学前に期待した以上に達

成できたこととその理由/留学中、特に努力したことや心掛けたこと/留学を終えて変わったことなど 

 

 英語を使うことの抵抗感は減ったように思う。英語力が上がっているかどうかは正直分から

ないが、これだけでも結構違うんじゃないかと勝手に思っています。 

 頑張ったことは、（特に後期）初対面の人に授業などで自分から積極的に話しかけること。向

こうも留学生だった場合、これからも一緒にいる時間が多くなるので知り合いになっておいた方

が退屈しなくなる。 

 

個人的に留学中に一番出来たことは自己分析だと思います。普段からあまり意識してなかっ

た自分が日本人ということや、これまでやってきたことや学んだことに対して、また新たな環境

で感じたことを通して改めて答えを出せたような気がします。とりあえず思ったのは、人とコミュ

ニケーション取る上で言葉が果たす役割は大きすぎるから、言語に対する認識を改めて色ん

な言語勉強してみたいなということです。 

 

 

 

 

2. 留学中に達成が出来なかったことやその理由、反省点があれば教えてください。 

自分から勝手に他人と壁を作るのは良くない。 

 

 

3. 今後の目標や挑戦したいこと、進路や就職活動について教えてください。 

とりあえず中国人の友達と中国語で話してみたい。 

 

 

4. あなたの留学先へ交換留学を考える福井大学生へのメッセージをお願いします。 

 命とパスポートとクレジットカード、もしくは現金、そして連絡手段は何としても守れるようにして

おいてください。逆に言えば、これらさえあれば大抵の問題は解決できます。 

 仕事に関する事務作業なんかは正直快く終わらせてくれたりはしないですが、街中で道に迷

ったり困ったときは助けてくれる人はちゃんといます。先入観をあまり持たすに色んな事を体験

してみるのも楽しいと思います。 

 ルーマニアだからどう、というアドバイスは出来ませんが、楽しんでください。 
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